
『WAYS』の月払い保険料例 

６０歳払済 ６５歳払済 （参考）
保険金額 年齢 

男性 女性 男性 女性 男性 

３０歳 9,040 8,250 8,095 7,340 8,765

４０歳 14,665 13,330 12,285 11,080 14,290500万円 

５０歳 31,205 28,385 22,015 19,795 31,015

３０歳 17,780 16,200 15,890 14,380 17,330

４０歳 29,030 26,360 24,270 21,860 28,3801000万円 

５０歳 62,110 56,470 43,730 39,290 61,830

（参考）－ 東京海上日動あんしん生命『長割り終身』 ６０歳払済の例 

 

第45回 アフラックの新商品『WAYS』

このコーナーでは、金融商品や
サービスをクルー独自の視点で
分析し評価していきます。 

合理的に考えて選択すれば、どの

ご家庭の保障設計もかなりシンプル

なものになるはずですが、必ずしも

合理性ばかり追求できないのが人間。

「終身保険」に対する根強いニーズ

は、その一例と言えます。 

 

● 終身保険が合理的でないワケ 

 「終身保険」は定期保険のように

満期がないため、いつか保険金が降

りるという点に安心感が持たれてい

ます。この「いつか」を突き詰めて

考えると、かなり先のことをイメー

ジしているはずです。30年満期の定

期保険と終身保険とどちらに安心を

感じるかを考えればわかります。つ

まり、かなり遠い先の保障を確保し

ておきたいという気持ちが働いてい

るということです。 

しかし、確保したい保障が「死亡」

であるという明確なニーズがあるの

かどうかは疑問です。漠然とした将

来への不安から、何か手段を講じざ

るを得なくなってとりあえず加入、

というケースも少なくないようです。

貯蓄性がある保険だから加入はムダ

にはならないと考えられがちですが、

解約返戻金が支払保険料総額を上回

るのに 30 年程度かかるのが一般的

です。また、短期での解約は大幅に

損が出ます。積立部分のある保険で

はあっても、「貯蓄性がある」という

のは言い過ぎです。 

一方、相続対策などハッキリと死

亡保障を意識している人もおいでで

しょう。しかし、何十年も先であれ

ば、誰に、いくら遺すのが妥当なの

か予測はつきにくいもの。途中で税

制などの制度や、自分自身のプラン

が変わる可能性もあります。 

これらのことから、予測不能であ

る遠い将来のプランの対策として終

身保険に過剰な期待を持つのは、あ

まり合理的ではないと言えます。 

 

● 将来の選択の幅がある『WAYS』 

 とはいえ、繰り返しになりますが、

誰もが合理的に保険と付き合えるわ

けではありません。入ることで心が

安らぐというのであれば、過剰にな

らないかぎりはその効用も理解でき

ます。 

 どうしても終身保険に入りたいと

いうニーズに、この１月27日に新発

売されたアフラックの終身保険

『WAYS』は応えられるでしょう。こ

の終身保険の大きな特長は、 

① 保険料が割安の「低解約返戻金

タイプ」 

② 保険料払込満了時（60歳あるい

は65歳）以降、「医療保障コー

ス」「介護年金コース」「年金コー

ス」「死亡保障コース」の４つの

選択が可能 

の２点です。 

 予定利率の低下に伴って終

身保険の保険料負担もアップ

しましたが、保険料払込期間

中の解約返戻金を低く抑えることで

保険料を割安にする「低解約返戻金

タイプ」が開発されました。『WAYS』

もこのタイプで、払込期間中の解約

返戻金は通常の70％（払込満了後は

100％）となります。保険料負担を軽

減できるのは加入者にとってメリッ

トの設計です。しかし、払込期間中

に解約すると一般の終身保険よりさ

らに損が出るので、途中解約は厳禁

というつもりで加入すべきです。 

『WAYS』で最も評価できるのは、

将来のコース選択が多彩なことです。

「若いうちに何となく入ってしまっ

た終身保険だが、老後を目前に必要

なのは死亡保障より医療保障や年

金」と保障ニーズが明確になったと

き、負担なく変更できるのであれば、

加入も失敗とはならずに済みます。 

「年金」や「介護年金」に変更す

ることができる終身保険は多いです

が、「医療保障」に変更できるものは

これまでありませんでした。現在は

日額 5000 円程度の医療保障確保で

よくても、遠い将来となるとインフ

レや制度改正の影響で不足する可能

性があります。かといって、今のう

ちに保障額を増やすのは家計にとっ

て得策ではありません。不足する保

障を、必要になってから『WAYS』で

変更により確保する方法は、理にか

なっていると思われます。 

変更は健康状態にかかわらず可能。

そのような「無選択タイプ」の保険

は通常より保険料が割高になります

が、『WAYS』はアフラックの医療保険

『EVER』と同水準の料率が適用され

ます（料率確定は保険料払込満了時

の２年前）。 

各コースの詳しい内容や変更の仕

組みは後半（140 号）で解説してい

きます。 

（クルー 浅田里花） 

http://www.fp-clue.com/ 
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